
山東東小・山東西小の統合について ２

生涯学習フェスティバル2010 ３

天の川ほたるまつり スタッフ募集！ ９

次回の広報まいばら発行日　３月１日号　２月25日（木）

主 な 内 容
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市
の
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
市
民

の
み
な
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
、
今

後
の
米
原
市
の
教
育
に
つ
い
て
と
も

に
考
え
る
機
会
と
し
て
、「
教
育
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
20
日
（
土
）

13
時
20
分
〜
16
時
20
分

（
受
付
13
時
〜
）

●
会
場
　
伊
吹
薬
草
の
里
文
化
セ
ン
タ
ー

米
原
市
の
子
ど
も
た
ち
の
学

力
状
況
に
つ
い
て

幼
保
一
元
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

市
内
小
中
学
校
の
望
ま
し
い

学
校
規
模
に
つ
い
て

「
米
原
市
教
育
振
興
計
画
」

の
策
定
に
向
け
て

米
原
市
で
は
、
今
後
子
ど
も
の
数
の
減

少
が
顕
著
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
市
内
小
学
校
１
年
生
の
合
計
は

３
７
６
名
で
す
が
、
５
、
６
年
後
に
は
約

50
名
〜
80
名
の
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

特
に
山
東
東
小
学
校
に
お
い
て
は
現

在
、
全
校
児
童
数
が
69
名
で
す
が
、
平
成

27
年
度
に
は
54
名
と
予
測
さ
れ
、
一
部
の

学
年
に
お
い
て
は
複
式
学
級
の
設
置
が
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
山
東
西
小
学
校

に
お
い
て
も
現
在
１
２
５
名
が
平
成
27
年

度
に
は
94
名
へ
と
減
少
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
市
の
教
育
委

員
会
で
は
、
よ
り
望
ま
し
い
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
事
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
山
東
東
小
学
区
と
山
東
西
小

学
区
に
お
い
て
懇
談
会
を
開
催
し
、
保
護

者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
次
の
よ
う

な
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
校
舎
は
現
在
の
山
東
西
小
学
校
を
使
用

し
ま
す
。

●
学
校
名
や
校
歌
も
変
え
、
全
く
新
し
い

学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

●
新
し
い
学
校
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
た
準

備
を
平
成
22
年
度
に
行
い
ま
す
。

●
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ん
な
ど
で
構

成
す
る
「(

仮
称
）
新
し
い
学
校
を
つ

く
る
委
員
会
」
を
設
置
し
、
新
し
い
学

校
の
理
念
を
考
え
た
り
、
校
歌
や
校
名
、

ま
た
登
下
校
の
安
全
確
保
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

同
窓
会
な
ど
の
組
織
、
標
準
服
や
体
操

服
を
ど
う
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
少
子
化
に
よ
る
学
校
の
統

合
問
題
は
、
決
し
て
山
東
東
小
学
校
と
山

東
西
小
学
校
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
市

全
体
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
現
在
「
米
原
市

立
幼
稚
園
お
よ
び
小
・
中
学
校
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
審
議

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
の
３

月
末
に
は
こ
の
検
討
委
員
会
の
意
見
を
ま

と
め
て
い
た
だ
き
、
市
と
し
て
は
今
後
こ

の
検
討
委
員
会
の
方
針
に
沿
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
山
東
庁
舎
）

1
５
５
―
８
１
０
９
5
５
５
―
４
０
４
０

お
問
い
合
わ
せ
　

教
育
委
員
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
山
東
庁
舎
）

1
５
５
―
８
１
０
８
5
５
５
―
４
０
４
０

説明
Ⅰ

説明
Ⅱ

説明
Ⅲ

説明
Ⅳ

方
　
針

平
成
23
年
４
月
に
山
東
東
小
学
校
と

山
東
西
小
学
校
を
統
合
し
、

新
し
い
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

学
校
統
合
問
題
は

市
全
体
の
今
後
の
課
題
で
す
…

〜
新
〜
新
設
学
校
と
し
て

設
学
校
と
し
て 

　
　
　
　
　
新
た
な
理
念
の
基
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
〜

　
　
　
　
　
新
た
な
理
念
の
基
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
〜 

〜
新
設
学
校
と
し
て 

　
　
　
　
　
新
た
な
理
念
の
基
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
〜 

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す 

を
開
催
し
ま
す 
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芽吹きの春がやってきました。教育委員会では、新しいことにチャレンジしたくなるこの季節を「まなび

の推進月間」と位置づけて、さまざまな事業を展開します。

学ぶこと、そして学んだことを毎日の暮らしに生かすことの楽しみや大切さを考えてみませんか。

３月７日（日）10時～16時30分
文化財シンポジウム

3月9日（火）19時30分～21時30分
ルッチ大学公開講座①

米原市の古代寺院は天野川流域に集中する。
この川の流域には古代東山道が通り、河口に
は朝妻湊が営まれた。交通の要衝における歴
史的特色と、古代寺院が果たした歴史的役割
に迫る――。

現地見学会＆近江はにわ館企画展解説

米原市まなび推進課　@橋順之
は し の り ゆ き

（会場：近江公民館）
・記念講演「古代寺院の歴史的役割」

京都大学大学院教授　　　 上原
う え は ら

真
ま

人
ひ と

氏

・基調報告①「古代寺院と交流」

滋賀県教育委員会　　　　 北村圭弘
き た む ら よ し ひ ろ

氏

・基調報告②「古代寺院と交通路」

（財）滋賀県文化財保護協会 内
う ち

田
だ

保之
や す ゆ き

氏

・シンポジウム「壬申の乱と聖武行幸」

問題提起　田
た

中勝弘
な か か つ ひ ろ

氏

パネラー　上原真人氏

北村圭弘氏

内田保之氏

コーディネーター　中
な か

井
い

均
ひとし

氏

会期　　3月6日（土）～28日（日）

近江はにわ館　152－5246

Ⅰ．午前の部（定員50人・要申込）10時～

Ⅱ．午後の部（申込不要）13時～　　　

関連行事

『天野川流域の古代寺院』
県内でホタルダスや水環境カルテの調査に携
わってこられた小坂さん。自然のありがたさ・
恐ろしさに敬意を払い、節度をもって生きてき
た、私たちの地域の暮らしのあり方に目を向け
ながら、身近な水環境を柱に、暮らしと環境、
子どもを取り巻く環境を考えます。

講　師：水と文化研究会事務局長・
子ども流域文化研究所代表 小

こ

坂育
さ か い く

子
こ

氏
会　場：ルッチプラザ　スタジオ310

『水巡る地域の文化にまなぶこと』

３月20日（土）13時30分～15時30分
ルッチ大学公開講座②

地域デビューでイキイキはつらつ…第2の人
生まだまだこれから！団塊の世代に送る元気と
勇気のメッセージ。

講　師：残景寺（長浜市余呉町）住職 横山
よこ や ま

義
ぎ

淳
じゅん

氏
会　場：ルッチプラザ　スタジオ310

『団塊の世代と地域づくり』

３月20日（土）
スポーツ顕彰表彰式　9時15分～10時
& スポーツ少年団講演会　10時15分～12時
市のスポーツ振興・発展につながる功績のあ
った方を、その努力と栄誉を称え、表彰します。
講演会では、スポーツ指導のメンタルマネー
ジメントについてお話いただきます。

講　師：びわこ成蹊大学　教授　豊
と よ

田
だ

則成
の り し げ

氏
会　場：山東公民館　２階ホール

近江はにわ館企画展

「天野川流域の古代寺院」

聴講料 500円

聴講料 500円

お問い合わせ
まなび推進課
（山東庁舎）

1 ５５―８１０６
5 ５５―４０４０

た か



７
年
前
に
生
活
習
慣
病
と
な
り
、
運
動
と
食
事
療

法
が
功
を
奏
し
て
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
、
ま
た
肥
満
傾
向
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
気
に
な
っ
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
、

そ
の
後
、
市
の
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
春
に
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
出
会
い
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
や
周
り
の
風
景
を
目
に
し
て
楽
し
さ
を
味
わ

い
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
毎
朝
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
普
通
の
歩
き
と
違
い
、
全
身
を
使
い
早
歩
き
を
す
る
こ

と
も
あ
り
、
今
ま
で
な
か
な
か
肥
満
体
質
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

わ
ず
か
半
年
足
ら
ず
で
標
準
体
重
と
な
り
、
肥
満
に
サ
ヨ
ナ
ラ
で
き
ま
し
た
。
お

か
げ
で
保
健
指
導
対
象
項
目
の
い
ず
れ
も
が
改
善
さ
れ
、
体
が
健
康
に
な
る
と
と

も
に
、
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
心
も
健
や
か
に
な
り
、
健
康
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
継
続
は
力
な
り
」
の
言
葉
通
り
、
運
動
と
食
事
の
管
理
で
健
康
を

維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
発
症
の

危
険
を

少
な
く
す
る

認
知
症
の
約
２
割
を
占
め

る
「
脳
血
管
性
認
知
症
」
の

予
防
に
は
高
血
圧
や
高
脂
血

症
、
肥
満
な
ど
の
対
策
が
と

て
も
有
効
で
す
。

ま
た
認
知
症
の
半
数
以
上

を
占
め
る「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
」で
は
決
定
的
な
治
療

法
、
予
防
法
は
な
い
も
の
の
、

運
動
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

習
慣
病
対
策
が
発
症
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す（
発
症
を
遅
ら

せ
る
）こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
楽
し
く
運
動
す

る
こ
と
は
脳
の
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
変
を
弱
め
た
り
、
記

憶
を
つ
か
さ
ど
る
海
馬
の
働

き
を
高
め
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
は
日
常
生
活
の
中
で

気
を
つ
け
る
認
知
症
発
症
の

リ
ス
ク
を
少
な
く
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
お
話
い
た
し

ま
す
。

お問い合わせ　　健康づくり課（山東庁舎） 1５５―８１０５

お問い合わせ　　高齢福祉課内 地域包括支援センター（山東庁舎） 1５５―８１１０

「健康きらり」で
は、健康で明る
く元気にくらす
ための情報を紹
介しています。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
づ
く
り
！

〜
杉
澤

高
橋

た
か
は
し

芳
信

よ
し
の
ぶ

さ
ん（
56
歳
）
〜

◆脳を刺激する

認知症では記憶、判断や計画、管理を支え
る思考力などが低下します。パズル、旅行の
計画を立てる、文章（日記等）の読み書きな
どをしてこれらの機能を刺激しましょう。

◆対人コミュニケーション

対人的な接触頻度が深く関与していること
も明らかになってきました。自宅に閉じこも
らず、趣味やボランティア活動を通して、出
来るだけ他者との関わりを持ちましょう。

◆バランスのとれた食事

野菜や果物（ビタミンC・Eやβカロチン
を多く含む）は老化の原因となる物質を除去
し、サバやイワシなどの青魚は血流の流れ、
脳の神経伝達を良くする働きがあります。

◆運動習慣

体に酸素を取り込みながら行うウォーキングな
どの有酸素運動は脳の血流を増し、より多くの酸
素が取り込まれ脳が活性化します。高血圧やコレ
ステロールの数値を下げる効果もあります。
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@橋　芳信さん

＜担当保健師よりひとこと＞
@橋さんは、自分の健康に関心をもち、

自分が好きで続けられる運動を見つけ、食
生活にも注意することで生活習慣の改善を
図られました。

ノルディックウォーキングとは？
北欧で生まれた２本のポール（ストック）
を使って歩くウォーキングで、ポールを地
面に突き、そのまま後方に押し出して推進
力を得ながらウォーキングをします。

・不規則な生活
・間食（お菓子）

支援前の生活 健診結果

・体重　68.6kg
・腹囲　86.0cm
・HbA1c 7.3％

目標 減量を行いHbA1cを下げる

・食生活の改善
・ノルディック
ウォーキング

支援後の生活 健診結果

・体重　63.0kg（-5.6kg）
・腹囲　81cm（-5cm）
・HbA1c 5.6％（-1.7％）



お問い合わせ　
防災安全課（近江庁舎）1５２―６６３０

栄養士からのワンポイントアドバイス
今回は「滋賀県学校給食用料理コンクール」で最

優秀賞に輝いた小川遼さん(双葉中学校1年)のメニュ
ーです。この1品で6つの栄養素が含まれていて、栄
養ばっちり！給食でも少しアレンジを加えましたが、
季節に応じて旬の野菜に変えてみてください。

じゃがいも　 3個　
玉ねぎ　　　 大1個　
にんじん　　 1/2本
オクラ　　　 12本
ウインナー　 8本
油　　　　　 大さじ1

水　　　　　　 600cc
コンソメの素　 2個
牛乳　　　　　 600cc
米粉　　 1/3カップ
塩　　　　　　 小さじ1  
こしょう　　　 適量

①じゃがいも・玉ねぎ・にんじんの皮をむいて1cm角
に切り、ウインナーも1cm幅に切る。オクラは下
ゆでする。

② 鍋に油を入れて①のオクラ以外を炒め、水とコンソ
メの素を加えて10分程度煮込む。

③ 牛乳と米粉をよくかき混ぜておく。
④ ②の鍋に③を少しずつかき混ぜながら加え、とろみ
が出るまでしっかり混ぜる。

⑤ 塩・コショウで味を調え、オクラを加えたら完成。

材料（４人分）

作り方
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１月28日の給食 近年、ひったくりが夕方から夜間にかけて県
内各地で発生しています。被害者の多くは女性
や高齢者です。
犯行は思いつきで行われるのではなく、被害
者を「選ぶ」「待ち伏せする」といった事前準
備を行う傾向が
あるといわれて
います。常に自
分の周囲の状況
に注意をはら
い、駅や駐輪場、
ＡＴＭ周辺など
で不審者を発見
した際は、警察
へただちに連絡
してください。

ひったくりの被害を防ぐには…
＊歩くときは、車道と反対側にカバンをもちま
しょう。
＊ショルダーバッグは、持ちひもを肩から斜め
掛けにして持ちましょう。
＊カバンを両手で抱えるように持ちましょう。
＊自転車の前かごにカバンを入れるときは、ひ
ったくり防止ネットや防犯カバーなどを活用
しましょう。
＊多額の現金は持ち歩かないようにしましょ
う。
＊大金を持ち歩くときは、できるかぎり自動車
を利用しましょう。
＊財布や貴重品を持ち歩くときは、直接見えな
いようにしましょう。
＊人通りが少ない裏通りは通らずに、表通りを
通りましょう。

２ 

あ
や
し
い
〜
！ 

～安全で安心して暮らすために～
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記録を更新！
ロング巻き寿司作りに挑戦（1月31日）
節分の日を前に、ロング巻き寿司作りに挑戦するイベントが近江
公民館で開催されました。ロング巻き寿司に使う酢飯や具材は地元
で子どもの農業体験を支援している「どろんこの会」のみなさんが
早朝から準備。参加した市内の子どもたちや保護者らは横一列に並
び、のりの上に酢飯を敷き詰めてきゅうりなどの具をのせ、みんな
で息を合わせて巻き上げた後に合図とともに持ち上げました。
出来上がった巻き寿司の長さは23.35ｍと昨年の20.60ｍを大き
く更新し、参加者らは巻き寿司をほおばりながら記録達成を祝いま
した。

職務遂行への決意を新たに
米原市消防団消防出初式開催

（1月10日）
米原市消防団消防出初式がルッチプラザで行われ、

消防団員らが防火への誓いを新たにしました。式典で
は表彰および感謝状の授与が行われ、永年に渡り、地
域防災活動に尽力された消防団員の栄誉が讃えられま
した。その後会場を外に移し、出場人員や車両の市長
点検を受けた後、消防団員や署員のみなさんが力強い
行進を行いました。
また、昨年12月に湖北地域消防本部米原分署に配備

された災害対応特殊消防ポンプ自動車の消火作業実演
が行われました。このポンプ車は圧縮空気泡消火システムを装備
しており、地震災害等の大規模災害時や、消防用水利不良地域での
消火技術・手法の確立、中高層建築物での下階への水損防止、そ
して再燃火災の抑制などの効果が得られることが特徴で、消火活
動の迅速化、火災損害の軽減などが期待されます。

「
絆
で
築
く
元
気
な
米
原
市
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
市
政
を
運
営

す
る
な
か
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
く
場
を
持
ち
た
い
と

始
め
た
「
出
前
ト
ー
ク
市
長
と
語
る
」
も
、
先
月
ま
で
に
18
回
を

数
え
ま
し
た
。

こ
の
出
前
ト
ー
ク
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
普
段
の
思
い
や
ま

ち
づ
く
り
へ
の
提
案
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
団
体

や
自
治
会
役
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
、
十
数
人
の
話
し
や
す
い
人
数

で
気
軽
に
お
話
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

ト
ー
ク
で
は
、
地
域
課
題
に
対
す
る
長
期
的
な
解
消
策
や
地
域

と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
解
決
策
な
ど
、
前
向
き
な
提
案
や
お
話

を
伺
い
な
が
ら
、
少
し
で
も
市
政
に
反
映
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
、
毎
年
い
た
だ
い
て
い
る
自
治

会
要
望
も
先
送
り
の
も
の
が
多
く
、
良
い
回
答
が
で
き
な
い
こ
と

が
大
変
心
苦
し
い
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
生
の
声
を
聞
く
と
同

時
に
、
市
の
現
状
や
市
政
の
方
向
を
説
明
で
き
る
貴
重
な
機
会
と

し
て
、
今
後
も
積
極
的
に
地
域
に
出
か
け
、
お
話
を
伺
い
に
ま
い

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
グ
ル
ー
プ
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
２
月
１
日
記
）

＊「出前トーク市長と語る」は、
最寄りの市民自治センターへ
お申し込みください。
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前
回
、
天
武
天
皇
ゆ
か
り
の
瓦
が
、
枝

折
の
三
大

さ

ん

だ

い

寺じ

跡
の
建
物
に
葺
か
れ
て
い
た

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
壬
申

じ

ん

し

ん

の
乱
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
「
息
長

お

き

な

が

の
横よ

河か

わ

」

に
、
天
武
天
皇
が
発
願
を
し
て
建
立
し
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
江
地
域
に
入
る
古
代
朝
妻
郷

あ

さ

づ

ま

ご

う

は
、
豪

族
息
長
氏
の
本
拠
地
と
さ
れ
、
三
大
寺
跡

が
あ
る
醒
井
付
近
は
、
分
柱
し
た
息
長

お
き
な
が
の

丹に

生う

の

真ま

人ひ

と

一
族
の
居
住
地
と
の
伝
承
が
あ
り

ま
す
。
醒
井
か
ら
天
野
川
を
渡
っ
た
能
登

瀬
や
顔
戸
、
高
溝
に
か
け
て
の
丘
陵
か
ら

平
地
に
は
、
古
墳
時
代
初
期
か
ら
古
墳
が

造
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
く
に
六
世
紀
に
入
る
と
、
湖
北
地

方
で
最
大
の
勢
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
息

長
氏
の
首
長
た
ち
の
墓
と
し
て
、
塚つ

か

の
越こ

し

古
墳
（
新
庄
）
や
山や

ま

津つ

照て

る

神
社
古
墳
（
能
登

瀬
）
な
ど
の
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
ま
す
。

こ
の
古
墳
群
中
心
部
か
ら
北
西
約
二
km

に
あ
る
の
が
法ほ

う

勝し
ょ
う

寺じ

跡
で
す
。
法
勝
寺
も

白
鳳

は

く

ほ

う

時
代
創
建
の
寺
院
で
、
平
安
時
代
頃

ま
で
続
い
た
息
長
氏
の
氏
寺

う

じ

で

ら

だ
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
五
三
八
年
、
国
家
の
体
制

を
左
右
す
る
思
想
と
し
て
仏
教
が
伝
わ
り
、

大
き
な
お
墓
が
造
ら
れ
た
古
墳
時
代
が
終

わ
り
を
迎
え
ま
す
。
仏
教
は
天
皇
家
や
大

和
政
権
を
支
え
る
有
力
豪
族
に
浸
透
し
、

七
世
紀
後
半
に
律
令
体
制
が
確
立
す
る
頃

に
は
、
各
地
に
多
数
の
寺
院
が
建
立
さ
れ

ま
す
。
息
長
氏
の
氏
寺
法
勝
寺
も
そ
の
ひ

と
つ
で
、
前
方
後
円
墳
築
造
に
代
わ
る
新

た
な
建
築
事
業
の
は
じ
ま
り
で
す
。

法
勝
寺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査

の
成
果
や
地
形
、
瓦
が
採
集
さ
れ
て
い
る

状
況
な
ど
か
ら
、
二
町（
二
二
〇
ｍ
）四
方

に
お
よ
ぶ
広
大
な
寺
域
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
見
つ
か
っ
て
い
る
瓦
は
、
軒
先
の

丸
瓦
の
文
様
か
ら
四
種
類
が
あ
り
、
白
鳳

時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
続
い
た
寺
院
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
な
か
に
は
、

国
内
で
は
法
勝
寺
跡
と
大
阪
府
善ぜ

ん

正し
ょ
う

寺じ

跡

か
ら
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
、
朝
鮮
半

島
百
済

く

だ

ら

の
瓦
の
特
徴
を
も
つ
も
の
が
あ
り

ま
す
。
山
津
照
神
社
古
墳
か
ら
は
、
大
陸

と
の
関
わ
り
が
き
わ
め
て
深
い
金こ

ん

銅ど

う

製せ

い

の

冠
か
ん
む
り

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
塚
の
越
古
墳
か

ら
も
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
息
長
氏
と
大
陸
と
の
関
係
は
古
墳

時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
氏
寺
造
営
に
も
外

来
系
の
瓦
が
葺
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

白
鳳
時
代
、
市
内
に
三
大
寺
跡
、
法
勝

寺
跡
、
飯い

村む

ら

廃は

い

寺じ

跡あ

と

、
磯い

そ

廃は

い

寺じ

跡あ

と

な
ど
が

建
て
ら
れ
、
全
国
に
も
爆
発
的
に
増
え
た

寺
院
で
す
が
、
都
が
平
城
京
へ
移
る
こ
ろ

そ
の
様
子
が
一
変
し
ま
す
。
霊れ

い

亀き

二
年

（
七
一
六
）
の
詔

み
こ
と
の
りの
な
か
で
、
こ
の
こ
ろ
仏

像
や
経
典
を
敬
う
心
が
失
わ
れ
、
檀
家
が

寺
を
維
持
す
る
た
め
の
田
畑
を
独
占
し
、

伽が

藍ら

ん

を
荒
廃
の
ま
ま
に
任
せ
、
無
住
に
な

っ
て
し
ま
う
寺
が
多
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
同
じ
地
域
の
寺
院
の

統
廃
合
が
進
め
ら
れ
ま
す
（
寺じ

院い

ん

併
合
令

へ

い

ご

う

れ

い

）。

三
大
寺
跡
の
発
掘
で
は
、
壬
申
の
乱

（
六
七
二
）
直
後
に
建
て
ら
れ
た
お
堂
が
、

八
世
紀
初
頭
ま
で
の
わ
ず
か
二
〇
〜
三
〇

年
で
、
完
全
に
法
灯
を
消
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
瓦
の
出
土
状
況
か
ら
、

修
理
や
改
築
が
さ
れ
な
い
ま
ま
、
朽
ち
果

て
て
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
の
で
す
。

飯
村
廃
寺
跡
や
磯
廃
寺
跡
も
奈
良
時
代
の

早
い
時
期
に
廃
絶
し
て
い
ま
す
。
湖
北
全

体
を
見
て
も
白
鳳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま

で
続
い
た
の
は
法
勝
寺
跡
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
、
併
合
令
に
よ
る
も
の
か
ど

う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
国
家
に
よ
る

仏
教
政
策
の
転
換
を
、
三
大
寺
跡
と
法
勝

寺
跡
の
調
査
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

（
ま
な
び
推
進
課
）

米
原
市
の
古
代
寺
院
②
　

―
法
勝
寺
跡（
高
溝
）―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
60

▲ 法勝寺跡

古
墳
か
ら
寺
院
へ

寺
院
の
合
併

▲ 出土した瓦
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　～いのちと人権～ 考えよう！ No.23

最
近
、
市
内
の
企
業
や
事
業
所
か
ら
、

同
和
団
体
を
名
の
る
者
か
ら
高
額
な
図

書
の
購
入
や
寄
附
金
や
賛
助
金
の
支
出

を
求
め
る
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
と
の

報
告
が
、
市
役
所
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
行
為
は
、「
え
せ
同
和
行

為
」
と
言
わ
れ
、「
同
和
問
題
は
こ
わ

い
問
題
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
避
け
た
い
」

と
い
う
人
々
の
誤
っ
た
意
識
に
乗
じ

て
、
同
和
問
題
を
口
実
に
、
会
社
や
個

人
、
官
公
署
な
ど
に
、
書
籍
の
購
入
や

寄
附
金
の
支
払
、
広
告
の
掲
載
な
ど
を

不
当
に
要
求
す
る
悪
質
な
行
為
で
す
。

え
せ
同
和
行
為
は
、
人
々
に
同
和
問

題
に
関
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え
つ

け
、
同
和
問
題
の
解
決
を
阻
む
大
き
な

原
因
と
な
り
、
差
別
を
助
長
し
、
絶
対

に
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
行
為
で
す
。

え
せ
同
和
行
為
を
受
け
た
時
に
は
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
拒
否
す
る
こ
と
、

そ
し
て
え
せ
同
和
行
為
に
対
し
て
毅
然

と
対
処
す
る
た
め
同
和
問
題
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

＊
不
当
な
要
求
に
は
、
毅
然
た
る
態
度

で
断
固
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

＊
同
和
問
題
へ
の
取
組
を
非
難
さ
れ
た

場
合
に
は
、「
法
務
局
に
申
し
出
て
、

今
後
ど
う
す
る
べ
き
か
法
務
局
の
処

理
に
委
ね
た
い
」
と
伝
え
、
法
務
局

に
も
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

＊
窓
口
担
当
者
の
み
に
押
し
つ
け
ず
、

組
織
全
体
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し

ょ
う
。

＊
具
体
的
な
要
求
を
受
け
た
と
き
に

は
、
警
察
や
法
務
局
な
ど
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

＊
面
談
は
、
会
社
の
管
理
が
及
ぶ
場
所

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

＊
対
応
者
は
必
ず
二
名
以
上
と
し
、
幹

部
職
員
が
直
接
対
応
す
る
こ
と
は
、

さ
し
控
え
ま
し
ょ
う
。

＊
相
手
方
の
氏
名
、
所
属
団
体
、
所
在

地
等
を
確
認
し
、
代
理
人
と
称
す
る

場
合
は
委
任
の
事
実
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

＊
上
司
に
報
告
す
る
た
め
な
ど
の
理
由

を
言
っ
て
、
で
き
る
だ
け
録
音
ま
た

は
詳
細
な
記
録
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

＊
対
応
は
、
こ
わ
が
ら
ず
、
あ
わ
て
ず
、

ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
し
ま
し
ょ
う
。

は
っ
き
り
と
断
り
、
き
ち
ん
と
手
続

き
を
と
れ
ば
、
同
和
団
体
を
名
の
る
者

か
ら
、
し
つ
こ
く
電
話
や
封
書
が
届
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
今

回
く
ら
い
」
と
妥
協
し
て
し
ま
う
と
、

以
後
し
つ
こ
く
電
話
が
き
た
り
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
大

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
（
電
話
〇

七
七
―
五
二
二
―
四
六
七
三
）
ま
た
は

警
察
総
合
相
談
「
県
民
の
声
一
一
〇
」

（
電
話
〇
七
七
―
五
二
五
―
〇
一
一
〇
）

ま
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

1
５
２
―
２
２
３
２
5
５
２
―
８
５
３
５

お
問
い
合
わ
せ
　

総
務
部

人
権
推
進
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
６
２
９
5
５
２
―
４
５
３
９

地
域
の
自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
、
サ

ー
ク
ル
の
活
動
紹
介
と
学
級
・
講
座

受
講
生
や
保
育
園
・
幼
稚
園
児
な
ど

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
２
月
28
日(

日)

〜

３
月
１
日
（
月
）

10
時
〜
16
時

●
会
場
　
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

〜
え
せ
同
和
行
為
の

排
除
に
向
け
て
〜

〜
え
せ
同
和
行
為
を

受
け
た
時
の
対
応
の
仕
方
〜

基
本
的
態
度

具
体
的
対
応
の
要
点

第
５
回
　

和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
ま
ち
づ
く
り
大
会
」

NO! 



宝くじは、みなさんの身近な
くらしに役立てられています！

各種助成事業は、宝くじの受託事業収入（ジャンボ宝くじと数字選択式
宝くじ）を財源としています。
平成21年度に市内で宝くじ助成を受けた事業を紹介します。

（11月以降事業完了分）

実施団体

箕浦区

間田区

本郷区

樋口区

事　業　概　要

除雪機・物置

除雪機

除雪機

複写機、液晶プロジェクタ
ー、液晶テレビ、シアター
ラック、ＤＶＤレコーダー、
スクリーン、マイク

一般コミュニティ事業（4件）

箕浦区

本郷区

間田区
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樋口区 上板並区

緑化推進
コミュニティ事業
（1件）

実施団体

上板並区

事業概要

植栽
（桜・もみ
じ・椿・サ
ルスベリ・
トチの木）

宝くじは
滋賀県内で
買ってね！ ■問 各市民自治センター自治振興課

山東 155－8101 555－2406 伊吹 158－2221 558－1630
米原 152－6623 552－4539 近江 152－6920 552－8730

毎年６月上旬～中旬に開催されている「天の川ほたるまつり」には、全国から数万人の来場者があり

ます。このようなたくさんの方々に米原市の素晴らしいホタルを観賞していただくには、ボランティア

スタッフの力が欠かせません。

米原市の魅力を全国のみなさんに見ていただくために、ぜひ、あなたの力をお貸しください。

■問 米原市天の川ホタルまつり実行委員会（伊吹庁舎　商工観光課内）
1 58－2227 5 58－1197 ■ syoukan@city.maibara.lg.jp

天の川ほたるまつり スタッフ募集!!
あなたの力が必要です
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米原市内の交通事故（平成22年１月31日現在）
件数　14件（ 0件 ）、死者　0人（ 1人 ）、傷者　19人（ －3人 ）※カッコ内は前年比

第２次米原市
行財政改革大綱（案）
にご意見をお寄せください！

国民年金保険料の納付は1年前納がお得です！
～口座振替・クレジットカードでの前納手続きは2月末までに～

市では、平成17年度に策定した「第
１次米原市行財政改革大綱」の推進期
間が終了することから、平成22年度以
降の行財政改革に関する市の基本的な
考えを示す「第２次米原市行財政改革
大綱」の策定を進めています。
この大綱の策定にあたり、パブリッ

クコメント制度に基づき、市民のみな
さんからのご意見を募集します。

■問 市 政策秘書課(米原庁舎)
1 52－6626 5 52－5195
■ sousei@city.maibara.lg.jp

平成22年4月分から、口座振替・クレジットカードで1年前納（1年分まとめて納付）または6ヶ月前納（6ヶ月分
まとめて納付）することを希望される場合は、2月末までに手続きをしてください。
また、現在、口座振替・クレジットカードで他の振替方法を利用されている方が1年前納や6ヶ月前納を希望される
場合も変更手続きが必要です。

＊すでに口座振替・クレジットカードで前納されている方は、再度の申し込みは必要ありません。
＊平成22年度の保険料は、２月上旬に決定します。金額など詳しいことは、彦根年金事務所にお問い合せください。

■問 市 医療保険課（近江庁舎）1 52－6922 5 52－8730 または彦根年金事務所 1 0749－23－1114 5 0749－23－9033

大綱（案）の概要
■推　進　期　間　平成22年度から平成26年度まで
■改革に取り組む姿勢 「市民視点」、「現場主義」、「スピード感」
■基　本　方　針
●地域を経営する組織体への転換
●質の高い行政サービスの展開
●まちづくりを担う多様な主体との「絆」を重視した連携・協働
■行財政改革推進項目
●職員の意識改革と資質向上　　　　●組織体制の改革　　
●公共施設の見直し　　　　　　　　●行政サービスの質的改革　　　
●健全な財政運営　　　　　　　　　●事務事業の整理合理化
●まちづくりを担う多様な主体との連携・協働　　　
●行政活動の透明化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

募集期間s2月15日（月）から3月15日（月）まで
閲覧・配布場所s市役所各庁舎と図書館の市政情報プラザ

行政サービスセンター・市公式ウェブサイト
提出方法s上記閲覧場所の窓口へ直接、または郵送、ファックス、メール

のいずれかで提出してください。
郵送先 〒521-8501 米原市下多良三丁目3  米原市政策秘書課

《参考》平成21年度保険料額 「口座振替」を利用した場合 「クレジットカード」を利用した場合

11回

12回

12回

12回

１年前納

６ヶ月前納

毎月納付

振替方法 支払回数/年

3,690円

2,000円

0,600円

0,000円

172,230円

173,920円

175,320円

175,920円

3,120円

1,420円

0,000円

172,800円

174,500円

175,920円

割引額/年内　　容 保険料額/年 割引額/年保険料額/年（ ）は1回
あたりの支払額

4月～9月分の保険料を4月
末に、10月～翌3月分まで
の保険料を10月末に振替

毎月の保険料を当月末また
は翌月末に振替
＊口座振替で当月末振替の
場合は、「早割制度」が適用
されます。

4月～翌年3月分の保険料を
4月末に振替

手続き場所

その他特記事項

(86,960円)×2回 (87,250円)×2回

(14,610円)×12回

当月末振替 「早割制度」

(14,660円)×12回

翌月末振替 (14,660円)×12回

翌月末振替

希望される金融機関
年金事務所・市役所各庁舎

一部納付（多段階免除）が承認
された期間は毎月納付（翌月末
振替）となります。

年金事務所・市役所各庁舎

一部納付（多段階免除）が承認
された期間はご利用できませ
ん。



平日に市税や市の公共料金を納付す
ることが困難な方を対象に、休日納税
窓口を開設します。
日時s2月21日(日) 9時～17時
場所s近江庁舎　1階窓口
持ち物s口座振替の手続きを希望さ
れる方は、通帳と口座のお届印

■問 市 税務課収納対策室（近江庁舎）
1 52－3189 5 52－6930

公的個人認証サービスの電子証明書
は、３年間の有効期限を満了した場合
や、名前、住所などに変更があった場
合に自動的に失効します。
失効した場合には、国税の電子申告

（e-Tax）などの電子申請・届出に使
うことができません。
更新を希望される場合は、各庁舎の
窓口（行政サービスセンターでは手続
きができません）で手続きを行なって
ください。
なお、現在の電子証明書が失効した
後でも、新しい電子証明書の発行を受
けることができます。
手続きに必要なもの
・電子証明書の発行・更新を受ける
住民基本台帳カード（住基カード）

・顔写真付の公的な身分証明書（自
動車運転免許証、顔写真あり住基
カード、パスポートなど）

・手数料500円
■問 市 市民窓口課(米原庁舎)

1 52－6927 5 52－4539

坂田駅前の月ぎめ市営駐車場に空
き区画があります。
利用料金は、市内在住の方は月額3
千円、市外在住の方は月額4千円とな
っています。
通勤･通学に便利なこの駐車場をぜ

ひご利用ください。
■問 市 都市計画課（近江庁舎）

1 52－6926 5 52－8790

児童手当など各種手当受給者や保
育所利用者へ送付する窓空き封筒の
広告主を募集します。
作成枚数s12,000枚
広告規格s縦55mm×横100mm
封筒裏面の右下に1枠※1色刷
掲載料金s申込金額の最高額
※版下作成費用は広告主の負担
掲載期間s平成22年4月頃から使いき
るまで（概ね1年程度）

申込方法s指定の申込書に必要事項
と申込金額を記入し、広告原稿
（案）を添えて、下記までお申し込
みください。

申込期限s2月26日(金)まで
※郵送の場合は必着

【掲載イメージ】

■問 市 こども家庭課(山東庁舎）
1 55－8104 5 55－4040

赤ちゃん手帳は、妊娠期から幼児
期までの母子の健康保持を図るため
に母子健康手帳とともに配布してい
ます。妊娠期の健康や育児アドバイ
ス、出産後の予防接種や成長記録票
などを掲載しています。
広告期間s妊娠期から幼児期
作成部数s400部
広告規格s１枠縦60mm×横80mm
A4一面に8枠（連結可）※1色刷
掲載場所s赤ちゃん手帳最終ページ
掲載料金s1枠 5,000円
申込受付s2月15日(月)～3月2日(火)
■問 市 健康づくり課(山東庁舎）

1 55－8105 5 55－8130

５名以上が在籍する文化活動に取
り組むクラブは、文化協会に加盟す
ることができます。ただいま加盟ク
ラブを募集しています。
締切りs3月31日（水）
■問 米原市文化協会事務局
市 まなび推進課（山東庁舎）
1 55－8106 5 55－4040

募集種目s予備自衛官補
応募資格s平成22年7月1日現在18歳
以上34歳未満の方

受付期間s4月9日（金）まで
試験日程s4月17日（土）～4月19日（月）
■問 自衛隊彦根地域事務所

1・5 0749－26－0587
URL  http://www.mod.go.jp/pco/shiga/
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休日納税窓口のお知らせ

公的個人認証サービスの電子
証明書の発行を受けている方へ

広告主を募集します
「平成22年度赤ちゃん手帳」

自衛官を募集します！

文化協会加盟クラブ募集

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　情報政策課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

人口41,614人（－19） 男20,397人（－11） 女21,217人（－8） 世帯数13,684世帯（＋2）

65歳以上の人口　10,291人　　高齢化率　24.73% ※（ ）内は前月との比較【平成22年2月1日現在】

月ぎめ市営駐車場のご案内

広告主を募集します
児童手当などの窓空き封筒

地球にもお財布にも優しい省エネ生活をはじめましょう！
● テレビを時計代わりにして、つけっ放しにしていませんか？
● 電気製品の主電源が入りっ放しになっていませんか？
待機電力は決して小さくありませんよ。

（環境保全課）

30今月の表紙
昔のくらし体験学習

社会科の授業で学習している
昔の暮らしの体験学習が伊吹文
化資料館で行われました。
この日参加した坂田小学校３

年生のみんなは、縄ない作業や
石臼挽き、かきもち焼きなどを
地元のおじいちゃん、おばあち
ゃんに習い昔の生活様式などの
理解を深めました。

2月は
「省エネルギー月間」です
～私たちの大切な地球の未来と、エネルギーについて考えよう～

この封筒は印刷経費の一部を広告収入で賄っています。 

（広告掲載位置） 

100mm

55mm



消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 
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環境保護のため再生紙を使用しています。

大豆油インキで印刷しています。
Trademark of American Soybean Association 
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この市政情報紙「まいばら」は13,300部作成し、１部あたりの単価は
10円です。（１円未満切り捨て）※職員の人件費は含まれていません。
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手口が多様化・巧妙化しているワンクリック請求 手口が多様化・巧妙化しているワンクリック請求 事例から学ぼう！ 事例から学ぼう！ 

困ったときは
米原市消費生活相談窓口へ

（米原庁舎１階）
相談専用 152－8088
受付 平日 9時30分～16時

パソコンや携帯電話でアダルトサイトなどにアク
セスしたところ、いきなり「登録ありがとうござい
ます」と表示され、高額な料金を請求されるなどと
いったワンクリック請求のトラブルが、各地でおき
ています。
最近は、無料占いサイト、ゲーム、アニメ、無料
小説サイトなどを閲覧していたところ、意図せずに
アダルトサイトや出会い系サイトに接続してしま
い、料金の請求を受けるといった事例もあります。

下記の点に注意してください。
・不用意にアクセスしたり、クリックしたりしない
ようにしましょう。
・登録するときは、利用規約などをしっかり確認し
ましょう。
・有料であることの記載や「申込みの確認画面」が
ない場合は、料金の請求を受けても、支払う必要
のないケースが多いものです。
・あわてて業者に連絡せず、困ったときは消費生活
相談窓口に相談してください。

携帯電話やパソコンを利用して遊ぶオンラインゲームに関する相談が増えています。
テレビや雑誌の広告では「無料」が強調されていますが、すべてが無料で利用できるわけではありません。
ゲームで使うアイテム購入で有料になる場合があります。子どもに利用させるときには、保護者が利用規約
にしっかり目を通しましょう。
また、携帯電話での利用に際しては、別途パケット通信料がかかります。パケット定額制にしていないと、
通信料が高額になることがあるので注意しましょう。

「無料」のはずが高額請求！
子どもに多いオンラインゲームのトラブル

消費者被害
注意速報

解説とみなさんへのアドバイス

携帯電話で無料小説サイトを読むためのパスワ
ードを取得しようと、業者に空メールを送った。
返信されてきたメールに記載されていたアドレス
へアクセスしたら会員登録
画面になり、ニックネー
ム・メールアドレス・携帯
電話端末の暗証番号・都道
府県を入力した。無料のは
ずが、29,000円を請求さ
れた。

息子がパソコンで無料ゲームをしていたら、アダ
ルトサイトにつながり、何かのボタンをクリックし
てしまったようで、入会となってしまった。「3日以
内に入会金を振り込むように」
と請求画面が表示された。
記載されていた連絡先に電話
したところ、58,000円支払
うように請求された。パソコン
を立ち上げる度に請求画面が表
示されて消すことができない。

携帯電話で芸能人の名前で検索してサイトを閲覧していたら、突然アダルトサイトへつ
ながった。興味本位で閲覧を続け、「18歳以上ですか」という画面に年齢を入力し、ダウ
ンロードしたら「登録ありがとうございます。90日見放題39,800円」と表示された。
携帯電話の画面には、個人ＩＤ番号や「3日以内に入金確認できないときには、不正ア
クセスで被害届を出す。これは架空請求やワンクリック詐欺ではない」と記載があり不
安だ。

（高校生 女性） （30代女性）

（20代 男性）

事例2 事例3

事例1
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